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 9）『資本論』は，そこでの論理のすり替えを簡潔に暴いている。「資本家は，産業の指揮者だから資本家にな
のではなく，資本家だから産業の司令官になるのである」。マルクス『資本論』第１部，436ページ。 
















































































































































































































































































































                                                          

































                                                          
24）職場では大半の従業員にとって退社が 22 時を超えることは普通であり（サービス残業も出てくる），休日
出勤もあり，年次有給休暇の取得率も低い（多分 5割は切る），という。 





































































































































                                                          
27）2003 年の夏季一時金の場合，格差は最上位資格（組合員）で評価ランクの最高と最低（ゼロ）では約 34
万円に達する（組合ニュースから）。 
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